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●「美讃」一般公開 ●「美讃」見学会

●高松港保安対策総合訓練 ●瀬戸内クルージングサミット 等

み
な
さ
ま
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
が
、
み
な
さ
ま
に
と
っ

て
良
い
年
に
な
る
こ
と
を
、

心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

私
は
、
年
末
年
始
は
九
州

で
家
族
と
過
ご
し
ま
し
た
。

移
動
途
中
、
熊
本
県
内
の
高

速
道
路
は
、
ま
だ
一
部
が
対

面
通
行
と
な
っ
て
お
り
、
熊

本
地
震
の
爪
痕
が
残
っ
て
い

た
の
が
印
象
的
で
す
。

平
成
29
年
の
当
事
務
所
の

事
業
と
し
て
は
、
前
年
に
引

き
続
き
備
讃
瀬
戸
北
航
路
の

整
備
、
高
松
港
朝
日
地
区
航

路
の
整
備
、
高
松
空
港
の
滑

走
路
等
の
整
備
な
ど
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
平
成
27
年
4
月
に
、

私
が
当
事
務
所
に
赴
任
し
て

か
ら
、
ま
も
な
く
２
年
と
な

り
ま
す
。
月
並
み
で
す
が
、

月
日
の
経
つ
の
は
本
当
に
早

い
も
の
で
す
。
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
、
年
始
の
挨
拶
と

あ
わ
せ
て
、
事
務
所
長
と
し

て
の
業
務
を
振
り
返
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

平
成
27
年
5
月
号
の
就
任

ご
挨
拶
に
お
い
て
、
事
務
所

長
に
求
め
ら
れ
る
能
力
と
は
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、

危
機
管
理
能
力
の
３
つ
だ
と

述
べ
ま
し
た
。
そ
れ
に
つ
い

て
は
、
現
在
で
も
同
様
に
感

じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

も
そ
も
の｢

事
務
所
長
の
仕
事

と
は｣

に
つ
い
て
触
れ
て
お
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
先
輩
達
か

ら
の
助
言
や
、
自
ら
の
経
験

か
ら
判
断
す
る
と
、
事
務
所

長
（
に
限
ら
ず
組
織
の
長
）

の
本
来
の
仕
事
は
、
以
下
の

３
点
に
集
約
で
き
ま
す
。
そ

れ
は
、
①
組
織
の
雰
囲
気

（
会
社
で
あ
れ
ば
社
風
）
を

つ
く
る
こ
と
、
②
未
来
の
仕

事
を
見
つ
け
て
軌
道
に
乗
せ

る
こ
と
、
③
組
織
の
危
機
の

際
に
逃
げ
な
い
（
責
任
を
と

る
）
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
仕
事
は
、
基
本

的
に
は
実
務
担
当
に
任
せ
て

要
所
で
チ
ェ
ッ
ク
す
れ
ば
十

分
だ
と
思
い
ま
す
。

自
ら
の
こ
の
２
年
間
を
振

り
返
る
と
、
上
記
①
に
つ
い

て
は
、
な
ん
と
か
及
第
点
、

②
に
つ
い
て
は
、
構
想
段
階

か
ら
先
に
進
め
て
お
ら
ず
落

第
点
、
③
に
つ
い
て
は
、
幸

い
に
し
て
大
き
な
危
機
が
な

か
っ
た
の
で
評
価
不
能
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
残
り

の
任
期
、
危
機
に
備
え
つ
つ
、

全
力
で
②
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
う
次
第
で
す
。

本
年
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

高
松
港
湾
・
空
港
整
備
事
務
所
長

廣
松

新

年
始
の
ご
挨
拶
と
２
年
間
の
総
括

瀬戸内海を航行する「美讃」



海のお掃除船「美讃（びさん）」の一般公開

地元小学生が「美讃」を見学

毎
年
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ

て
い
る
海
面
清
掃
兼
油
回
収
船

｢

美
讃｣
の
一
般
公
開
を
高
松
港
サ

ン
ポ
ー
ト
高
松
で
平
成
28
年
10
月

15
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

一
般
公
開
で
は
テ
ン
ト
内
に
お

け
る
海
洋
環
境
事
業
紹
介
の
パ
ネ

ル
展
示
や
船
員
服
に
よ
る
撮
影
会

の
他
、
船
内
見
学
も
行
わ
れ
、
船

の
仕
組
み
な
ど
担
当
者
の
説
明
を

熱
心
に
聞
く
場
面
も
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
今
年
の
一
般
公
開
は
例

年
実
施
し
て
い
る
「
海
の
日
」
で

は
な
く
10
月
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
が
、
当
日
は
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
の
開
催
時
期

と
も
重
な
り
昨
年
並
み
の
約
３
百

名
の
来
場
者
と
な
り
、
大
盛
況
で

し
た
。

来
場
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

多
数
の
参
加
者
か
ら
有
意
義
だ
っ

た
と
回
答
が
あ
り
、
今
後
も
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
た
い
と
の
意
見
が

寄
せ
ら
れ
た
反
面
、
「
美
讃
」
に

よ
る
活
動
を
今
回
の
一
般
公
開
で

初
め
て
知
っ
た
方
も
多
く
、
認
知

度
が
ま
だ
ま
だ
低
い
こ
と
も
判
明

し
ま
し
た
。

今
回
の
一
般
公
開
に
は
大
勢
の

方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
28
年
10
月
7
日
、
高
松
市
立

新
番
丁
小
学
校
５
年
生
約
40
人
が
普

段
馴
染
み
の
な
い
海
面
清
掃
兼
油
回

収
船｢

美
讃｣

を
見
学
し
ま
し
た
。

概
要
説
明
を
行
っ
た
後
、
「
美

讃
」
に
乗
船
し
操
舵
室
や
ゴ
ミ
回
収

コ
ン
テ
ナ
な
ど
を
見
て
回
り
、
船
の

仕
組
み
な
ど
担
当
者
の
説
明
を
熱
心

に
聞
い
た
り
メ
モ
し
た
り
し
て
い
ま

し
た
。
児
童
か
ら
は
「
船
は
い
く
ら

す
る
の
か
？
」
な
ど
の
質
問
も
出
た

り
し
ま
し
た
。

今
回
の
見
学
会
に
よ
り
海
の
環
境

保
全
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
、
ま
た
瀬
戸
内
海
の
多
島

美
を
い
つ
ま
で
も
守
り
続
け
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

▲船内見学の様子

▲船内見学の様子

▲展示ブース

▲係留中の「美讃」

「美讃」船舶データ

船種：海面清掃兼油回収船
船型：双胴型
全長：33.50m
全幅：11.60m
最大喫水：2.64m
総トン数：196トン
最大速力：約14ノット
竣工：平成23年12月



巡視艇

瀬戸内海クルージング振興に向けた５市連携の取組を強化

瀬
戸
内
海
沿
岸
５
市
（

高

松
市
、
瀬
戸
内
市
、
三
豊
市
、

新
居
浜
市
、
福
山
市
）
の
首
長

が
集
ま
り
、
瀬
戸
内
海
地
域
の

観
光
振
興
や
活
性
化
に
つ
い
て

協
議
す
る
「
中
四
国
・
瀬
戸
内

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
サ
ミ
ッ
ト
」
が

平
成
28
年
11
月
22
日
に
広
島
県

尾
道
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

始
め
に
、
10
月
に
実
施
さ
れ

た
５
市
連
携
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
、
ツ

ア
ー
参
加
者
に
よ
る
内
容
の
満

足
度
や
課
題
に
つ
い
て
担
当
者

か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
５
市
の
首
長
な
ど
に
よ
る

「
新
た
な
瀬
戸
内
海
の
魅
せ
方

と
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
商
品
化
に
向

け
て
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ

れ
、
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
に
期
待
す

る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を

瀬
戸
内
観
光
の
目
玉
と
し
て
定

着
さ
せ
て
い
く
た
め
に
関
係
５

市
の
連
携
強
化
を
実
施
し
続
け

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
共
同

宣
言
に
よ
り
閉
会
し
ま
し
た
。

次
回
の
サ
ミ
ッ
ト
開
催
は
高
松

市
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

高松港保安対策総合訓練
～高松港からテロは起こさせない～

▲不審ボート追跡・連行訓練 ▲船内爆発の消火訓練 ▲逃走犯の捕捉訓練

今
、
世
界
各
地
で
発
生
す
る
テ
ロ
。
そ
の
恐
怖

は
決
し
て
日
本
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
海
に

囲
ま
れ
た
我
が
国
は
、
ま
ず
水
際
で
テ
ロ
を
未
然

に
防
止
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
高
松
港
で
は
各

機
関
の
連
携
に
よ
る
保
安
の
向
上
と
出
入
管
理
の

強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
高
松
港
保
安
委
員
会

（
事
務
局

香
川
県
土
木
部
港
湾
課
）
が
組
織
さ

れ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
12
月
20
日
高
松
港
朝
日
地
区
（
❘
12

ｍ
）
岸
壁
に
お
い
て
高
松
港
保
安
対
策
総
合
訓
練

が
同
委
員
会
と
高
松
港
危
機
管
理
コ
ア
メ
ン
バ
ー

の
主
催
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

訓
練
に
は
、
高
松
海
上
保
安
部
、
高
松
北
警
察

署
、
高
松
市
北
消
防
署
な
ど
の
12
機
関
に
よ
り
、

車
両
11
台
、
船
艇
４
隻
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
１
機
、

人
員
約
１
２
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

訓
練
内
容
は
、
午
前
中
の
保
安
レ
ベ
ル
引
上
げ

の
情
報
伝
達
訓
練
に
始
ま
り
、
午
後
か
ら
現
地
に

て
、
高
松
港
保
安
委
員
長
の
挨
拶
、
高
松
港
危
機

管
理
担
当
官
で
あ
る
高
松
海
上
保
安
部
長
の
挨
拶

の
後
、
作
業
員
の
避
難
誘
導
、
船
舶
立
入
検
査
、

乗
員
の
上
陸
審
査
及
び
手
荷
物
検
査
、
不
審
ボ
ー

ト
の
追
跡
・
連
行
、
爆
発
火
災
の
消
火
・
負
傷
者

救
助
、
逃
走
犯
の
逮
捕
及
び
爆
発
物
処
理
の
実
働

訓
練
に
各
機
関
が
真
剣
に
取
り
組
み
、
最
後
に
高

松
港
危
機
管
理
副
担
当
官
で
あ
る
高
松
北
警
察
署

長
の
講
評
で
終
わ
り
ま
し
た
。

訓
練
を
通
じ
て
、
各
機
関
の
連
携
強
化
が
図
ら

れ
、
よ
り
一
層
の
危
機
管
理
体
制
が
構
築
さ
れ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
高
松
港
が
テ
ロ
の
標
的
と
な
ら
な
い

よ
う
、
関
係
機
関
の
連
携
の
も
と
、
水
際
に
お
け

る
保
安
の
向
上
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

▲５市首長による共同宣言
（左から 大西市長（高松市）、武久市長（瀬戸内市）、
枝廣市長（福山市）、横山市長（三豊市）、寺田参与（新居浜市））



香川高専の学生が港湾施設を見学

【※ご注意下さい】
船の入出港時には、綱取用の銃(もやい銃)が放たれる等、大変危険

且つ作業の支障となりますので、岸壁付近には近づかないようにお願
い致します。
また、入出港日、時刻はあくまで予定で、前後又は変更する場合が

あります。

平
成
28
年
12
月
14
日
に
香
川
高

等
専
門
学
校

高
松
キ
ャ
ン
パ
ス
の

専
攻
科
建
設
環
境
工
学
コ
ー
ス
１

年
生
を
対
象
に
出
前
講
座
を
行
い

ま
し
た
。

港
湾
施
設
の
見
学
で
は
、
玉
藻

地
区
の
5
万
㌧
級
岸
壁
や
玉
藻
防

波
堤
を
見
学
し
、
物
流
に
お
け
る

港
湾
の
役
割
や
高
松
港
の
港
湾
施

設
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。

高
松
サ
ン
ポ
ー
ト
合
同
庁
舎
で

は
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
見
学
や
整
備

局
が
行
う
災
害
対
応
に
つ
い
て
講

義
を
行
い
、
整
備
局
の
災
害
対
応

に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

港
湾
施
設
や
災
害
対
策
室
を
間

近
で
見
学
す
る
こ
と
で
、
四
国
地

方
整
備
局
の
業
務
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

高松空港乗客4,000万人突破

平
成
28
年
11
月
1
日
、
2
日
に
平
成

28
年
度
国
土
交
通
省

国
土
技
術
研
究

会
が
行
わ
れ
、
当
事
務
所
工
務
課
の
鈴

木
理
恵
技
官
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

技
術
研
究
会
で
は
、
全
国
の
地
方
整

備
局
や
自
治
体
か
ら
合
計
85
題
の
発
表

が
あ
り
、
鈴
木
技
官
は
、
高
松
港
に
お

け
る
軟
衝
撃
グ
ラ
ブ
浚
渫
工
事
に
つ
い

て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

発
表
テ
ー
マ
「
磁
気
異
常
密
集
区
域
の

軟
衝
撃
グ
ラ
ブ
に
よ
る
浚
渫
（
高
松

港
）
の
報
告
」

※

発
表
論
文
は
四
国
地
方
整
備
局
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
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国土技術研究会 最優秀賞受賞

▲表彰状を授与される鈴木技官

▲港湾施設見学の様子
（サンポート高松玉藻防波堤）

▲高松サンポート合同庁舎
災害対策室の見学の様子

平
成
28
年
11
月
14
日
、
高
松

空
港
の
定
期
路
線
の
乗
降
客
数

が
4
千
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

高
松
空
港
は
平
成
元
年
12
月
に

開
港
し
、
今
年
で
開
港
か
ら
27

年
が
経
ち
ま
す
。

現
在
、
国
内
線
3
路
線
（
羽

田
、
成
田
、
那
覇
）
、
国
際
線

4
路
線
（
ソ
ウ
ル
、
上
海
、
台

北
、
香
港
）
が
就
航
し
て
お
り
、

定
期
線
利
用
者
数
は
、
平
成
27

年
に
過
去
最
多
と
な
る

万
人

を
記
録
し
、
堅
調
に
推
移
し
て

い
ま
す
。

※

路
線
は
平
成
28
年
12
月
現
在 178

CALEDONIAN SKY

入港 3月29日（水） 8時30分
出港 3月29日（水）18時00分

（総トン数：4,200トン）

サンポート高松5万トン級岸壁
入出港予定


